
日本学生支援機構 貸与奨学金 継続手続の説明を行います。

RYUKA Portalで書類のPDFデータを配信しております。
書類を確認しながらご覧ください。

書類が手元にない方はRYUKA Portalからダウンロードして印刷して頂くか、
学生課に配布BOXがあるので取りにきてください。
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それでは、日本学生支援機構奨学金 継続の説明をはじめさせていただきます。
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では、配信した書類の確認をします。

①「貸与奨学金継続願」の提出について
②「奨学金継続願」の提出手続きについて
③スカラネット・パーソナルのチラシ

以上、３点があるか確認してください。

また、現在までの貸与額を確認したい場合は、
スカラネット・パーソナルから確認できるようになっておりますので
各自、確認をしておいてください。

また、最後にもお伝えしますが
スカラネット・パーソナルでの継続願の入力提出締切日は、1月22日(金) まで となります。
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では、まずはじめに、「奨学金継続願」とは何かを説明します。

「奨学金継続願」とは、毎年１回、来年度の奨学金の貸与の継続を「する」か「しないか」
を判断し、スカラネット・パーソナルから入力手続きをしてもらうことです。
また、１年間の学生生活を振り返ってもらい、
奨学金が適正な貸与月額かを判断してもらう機会ともなっています。

また、奨学金継続願を皆さんに提出してもらった後に、大学が学業成績等を審査し
奨学金継続の基準に該当するかを判断する「適格認定」を行います。

奨学金の継続を希望していても、学業成績等の状況によっては、
貸与が「廃止」されることもありますので、ご注意ください。
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次に、「奨学金継続願」の提出の流れを説明します。

まず最初に、配布した「『奨学金継続願』入力準備用紙」の注意書きをよく読みます。
読んだ後、各設問の回答を下書きしてください。
毎年入力ミスがとても多いです。
入力する際に一つの画面で30分以上経過するとタイムアウトになり、
最初から入力し直しになってしまいますのでご注意ください。
必ず、「『奨学金継続願』入力準備用紙」に記入してから、入力するようにしてください。

次に、大学が定める締切日までに、パソコンもしくはスマートフォンを使用して
「スカラネット・パーソナル」のサイトから、「入力準備用紙」を見ながら入力することにより
「奨学金継続願」の提出となります。
また、第一種奨学金と第二種奨学金の両方を借りている方や
給付奨学金を受けている方は、すべての「奨学金継続願」の入力が必要ですので、
忘れずにすべて入力してください。

なお、スカラネット・パーソナルが「未登録」となっている方は、
「奨学金継続願」の入力ができません。
お渡しした「スカラネット・パーソナル」のチラシをよく読んで、登録手続きを行ったうえで、
「奨学金継続願」の入力手続きを行ってください。
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次に、期限までに「奨学金継続願」を提出しない場合 どうなるかを説明します。

「奨学金継続願」を大学の〆切日までに提出しないと「廃止」となります。
奨学生の資格を失い、４月から奨学金は振込まれなくなります。
奨学金の貸与を継続する方は、必ず1月22日(金)までに「スカラネット・パーソナル」から
「奨学金継続願」を入力しておいてください。
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次に奨学金の継続を希望しない場合を説明します。

奨学金の継続を希望しない場合は、

「スカラネット・パーソナル」から「奨学金継続願」を入力する際に

「⦿ 奨学金の継続を希望しません」を選択してください。

そうすることにより、奨学金は「辞退」となり、４月以降の振込は止まります。
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ではこれから、『奨学金継続願』入力準備用紙の記入の仕方について説明していきます。
お手元に「奨学金継続願の提出(入力)手続きについて」の用紙を出してください。

でははじめに、『B-誓約欄』を見てください。ここには入力当日の日付を記入してください。
次に『D-奨学金振込みの継続の確認』を見てください。
奨学金の貸与を4月以降も希望される方は、
必ず「奨学金の継続を希望します」を選択してださい。

また、4月以降の奨学金が必要でない学生は、
ここで「奨学金の継続を希望しません」を選択してください。
3月までの貸与となり、4月からの振込は行われません。

ここで奨学金を「辞退」した場合は、４月～５月に奨学金の返還手続きがあります。
その際、スカラネット・パーソナルで「在学猶予願」を提出することで返還が
卒業後まで猶予されます。

第一種奨学生の方で4月からの奨学金を辞退し、
所得連動返還方式から定額返還方式への変更を希望される方や
第二種奨学生の方で「利率算定方法」の変更を希望される方は、
2021年１月22日(金)までに学生課奨学金窓口へ申し出てください。
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次に『E-あなたの返還誓約書情報』を見てください。
住民票の住所に変更がある方は、ここで住所変更が可能です。
ただし、住民票の住所が変わった証明書類として、
住民票を1月22日(金)までに学生課奨学金窓口へ提出してください。
住民票を提出していただかないと「奨学金継続願」の手続きが完了しません。

また、連帯保証人や保証人などの本人以外の住民票の住所が変更になった場合は
継続願からでは、住所変更はできませんので、「住所変更届」の用紙を
学生課 奨学金窓口まで取りにきていただき、必要事項を記入のうえ、
１月22日までに学生課 奨学金窓口へ提出してください。

また、学生の携帯電話番号や自宅の電話番号のみが変更になった場合、
「奨学金継続願」で変更することも出来ます。
また、連帯保証人や本人以外の連絡先の電話番号のみの変更は
卒業後にスカラネット・パーソナルからご自身で必ず変更をしてください。

日本学生支援機構での住所変更には大変時間がかかるため、
返還誓約書の提出時に住民票住所を訂正された方や
「住所変更届」を以前に提出された方で、
今回の入力画面では訂正前の住所のままの方がいるかもしれません。
そういった方は今回の手続きで住所変更を変更しなくても大丈夫です。
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次に『F-返還の義務』と『G-学業不振の場合の処置』の項目を見てください。

『F-返還の義務』で、『返還の義務を自覚していない』や
『G-学業不振の場合の処置』で『学業不振の処置について理解していない』を
選択すると次の画面に進めませんので

『F-返還の義務』では、『返還の義務を自覚している』を
『G-学業不振の場合の処置』では、『学業不振の処置について理解している』を
選択してください。
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次に『H-経済状況』を見てください。

2と3には、家計を支えている方、お父さま・お母さまともにいる場合は、
二人の所得金額の入力が必要です。

事前にお父さま・お母さまの令和元年分の源泉徴収票や
所得税の確定申告の控(ひかえ)などをお手元に用意し、
記載されている金額を記入してください。

記入していただく金額は、すべて1万円未満切り捨てになります。
例えば、457万９千円の場合は、457万と記入してください。
また、該当しない項目の金額は0を記入してください。
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4の「あなたは現在家族と同居していますか」のところは
「はい」か「いいえ」どちらかにチェックしてください。
5では、奨学生本人あなたの収入金額を記入してください。
1年生は2020年4月から2020年11月までの８か月間の収入金額を
記入してください。
2年生以上は2019年12月から2020年11月までの１年間の収入金額と
なりますので、ご注意ください。

1の家庭からの給付は家庭からの送金や家庭が直接学校へ支払った授業料の合計を
記入してください。
(注意) 奨学金をもとに授業料を納付した場合や、奨学金から仕送り等の送金を受けて
いる場合は、「2」の日本学生支援機構奨学金と重複してしまうので「１」に記入しないで
ください。
2の日本学生支援機構の奨学金は振り込まれた金額を確認していただき
記入してください。
3には、日本学生支援機構以外の奨学金がある場合、その金額を記入してください。
4には、あなたのアルバイト等の収入がある場合は、その金額を記入してください。
5のその他には、日本学生支援機構の「入学時特別増額貸与奨学金」、
緊急採用奨学金、辞退した奨学金、給付奨学金、学びの継続給付金、
民間・地方公共団体等の奨学金等がある方はその金額を記入してください。
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6では、奨学生本人の支出金額を記入してもらいます。
先ほどの収入と同様、
1年生は2020年4月から2020年11月までの８か月間の支出金額を
記入してください。
2年生以上は2019年12月から2020年11月までの１年間の支出金額となります。

入力準備用紙2ページ下段の「6.あなたの支出に関する金額を記入して下さい」と
書かれたところの、自宅通学者の支出の記入から説明いたします。

1の学費には学校へ支払った学費の合計を記入してください。
2の修学費には、教科書代・通学費・部活動活動費等の合計金額を記入してください。
3の食費には、主に外食費を記入してください。
4の通信費には、携帯電話等の通信費用等を記入してください。
5のその他には、医療費・娯楽費・理容美容代・自動車学校の講習費等の
合計額を記入してください。1年生の人や編入学の人は入学金も入力してください。
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次に、4で「あなたは現在家族と同居していますか」のところを「いいえ」と回答した方の
自宅外通学者の支出の記入について説明致します。

1の学費には学校へ支払った学費の合計を記入してください。
2の修学費には、教科書代・通学費・部活動活動費等の合計金額を記入してください。
3の家賃には、共益費・管理費等の合計金額を記入してください。
4の食費には、外食費や自炊の材料費、下宿先に支払っている食費等の合計金額を
記入してください。
5の光熱水料通信費には、携帯電話等の通信費用・水道光熱費等の合計金額を
記入してください。
6のその他には、医療費・娯楽費・理容美容代・自動車学校の講習費等の
合計額を記入してください。1年生の人や編入学の人は入学金も入力してください。

実際、スカラネットパーソナルで収入と支出を入力してもらうと、
「7.あなたの収入と支出の差額」に、差額が自動的に表示されます。
ここでの差額が３６万円以上プラスになった場合、
収支のバランスが不均等で、奨学金の金額を減らすことができると判断されます。
学生課 奨学金窓口から呼び出しの上、指導・面談となります。
また、差額がマイナスになった場合は次の画面に進むことはできませんのでご注意ください。

この収支で間違った金額を入力される方が多いので、ご注意ください。
詳細は配布している「貸与奨学金継続願」の提出について の裏面をご確認ください。
分からないことがあれば、学生課 奨学金窓口まで連絡してください。
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次に、3ページ6のあなたの経済状況、
『I-学生生活の状況』、『J-学修の状況』まで
全て記入し、記入漏れや誤りがないか確認してから、
『K-アンケート』までスカラネット・パーソナルより入力を行ってください。
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それでは、続いてスカラネット・パーソナルを使用して、継続願の流れを簡単に説明します。

まずは日本学生支援機のホームページを開けます。
次に、上の方にある奨学金のタブをクリックします。
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そうすると、このような画面がでてきますので、
下の方にあるスカラネット・パーソナルのアイコンをクリックします。
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次に、このような画面がでてきますので、ログイン・新規登録ボタンをクリックします。
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次にユーザーIDとパスワードを入力する画面が出てきますので
ユーザーIDとパスワードを入力してログインボタンをクリックしてください。

なお、スカラネット・パーソナルが「未登録」となっている方は、
「まだユーザーIDとパスワードを登録をしていない方」の欄の新規登録ボタンを押して、
スカラネット・パーソナルに登録してからログインしてください。

また、ユーザーIDとパスワードを忘れた方は、
下にある「ユーザーIDとパスワードを忘れた場合」のボタンをクリックしてください。
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次に、ログインすると奨学生番号確認画面が出てきますので
「奨学生証」を手元に準備して、自分の奨学生番号を入力し、
送信ボタンをクリックしてください。
なお、併用貸与などで奨学生番号が複数ある場合は
いずれか一つの奨学生番号を入力してください。
奨学生番号がわからない場合は、学生証を持って、学生課 奨学金窓口まで来てください。
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次に全体概要画面がでてきますので、「奨学金継続提出」タブをクリックしてください。
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次に奨学金継続願提出画面がでてきます。
下の方にある「奨学生番号のタブ」をクリックしてください。
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そうすると、画面にあるようなメッセージが出てきますので「OK」ボタンをクリックしてください。
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次に表示画面1/6という画面が出てきますので
「B-誓約欄」の日付は西暦を半角英数字で入力してください。
氏名は全角カタカナで入力してください。
生年月日は西暦を半角英数字で入力してください。
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次に表示画面2/6という画面が出てきます。
「C-あなたの個人情報」が正しいか確認してください。

「D-奨学金振込みの継続の確認」で４月から奨学金の振込を希望する方は
「奨学金の継続を希望します」にチェックしてください。
奨学金の継続しない方は「奨学金の継続を希望しません」にチェックしてください。

「E-あなたの返還誓約書情報」であなた自身の住民票の住所、電話番号を
変更する場合は「はい」にチェックし、「住所を変更する」ボタンを押して
変更後の住所を入力してください。
変更ない場合は「いいえ」にチェックをして「送信」ボタンをクリックしてください。
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次に表示画面3/6という画面が出てきます。
「F-返還の義務」のところは「F-返還の義務を自覚している」にチェックしてください。

「G-学業不振の場合の処置」のところは
「学業不振の場合の処置について理解している」にチェックしてください。
チェックをつけたら「送信」ボタンをクリックしてください。

26



次に表示画面4/6という画面が出てきます。
「H-経済状況」の１は該当するものにチェックしてください。
２と３の所得金額を入力する箇所は、
『奨学金継続願』入力準備用紙を見て入力してください。
４の「現在家族と同居していますか」のところは該当するものにチェックしてください。

入力内容に間違いがないか内容確認後、「送信」ボタンをクリックしてください。
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次に5と6の収入金額と支出金額を入力する箇所も、
『奨学金継続願』入力準備用紙を見て入力してください。

7は自動で表示されます。
先ほどもお伝えしたように３６万円以上プラスになった場合、
学生課 奨学金窓口から呼び出しの上、指導・面談となります。
差額がマイナスになった場合は次の画面に進むことはできませんので、ご注意ください。
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次に表示画面5/6という画面が出てきます。
「I-学生生活の状況」を『奨学金継続願』入力準備用紙を見て入力してください。
「J-学修の状況」も『奨学金継続願」入力準備用紙を見て入力してください。

入力内容に間違いがないか内容確認後、「送信」ボタンをクリックしてください。
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次に表示画面6/6という画面が出てきます。
「K-アンケート」の該当するものにチェックしてください。

入力内容に間違いがないか内容確認後、「送信」ボタンをクリックしてください。
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次に奨学金継続願情報一覧の画面が出てきます。
下までスクロールをして…
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入力内容に間違いがないか確認し、間違いがなければ「送信」ボタンをクリックしてください。
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最後に受付番号の画面が出てきたら入力は完了です。
この画面を印刷するか、受付番号のメモを取ったら
「終了します」ボタンを押してください。

これで「奨学金継続願」の手続きは終了となります。
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では最後に、「奨学金継続願」の入力の締切日と奨学金専用電話番号をお伝えします。

スカラネット・パーソナルによる入力締切日は、1月22日(金)まで となります。
締切日を過ぎると「廃止」となります。4月からの振り込みが止まりますので、ご注意ください。

給付奨学金を受給している方にも
「給付奨学金継続願の提出手続きについて」という書類を
RYUKA Portalで配信しましたのでご確認ください。
こちらも同様、入力準備用紙に記入後、
1月22日(金)までにスカラネット・パーソナルにて入力してください。

また、奨学金専用のお問い合わせ電話番号は、078-796-4131です。
こちらから連絡する場合もありますので必ず、自分の携帯電話に登録しておいてください。
ご不明点ございましたら、学生課 奨学金窓口まで聞きに来てください。

以上で継続の説明を終了します。皆さん、お疲れさまでした。
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